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人気のイルミネーションスポット
リニューアルしたネスタイルミナのプロ
ローグは、虹色に輝く「ダンシングウォー
ル」。そこから、全長約 220 ｍもの光に
囲まれた「Wonder Tunnel」を通り、光
の帆船や神殿など巨大な海底世界を表現
した「マーメイドパラダイス」、ペンギン

“ヌヌシュ”の冒険をプロジェクションマッ
ピングで楽しむ「マッピングシアター」と、
目映い光に満ちた空間が続く。そして、
エリアの奥に湧く、泉を舞台に繰り広げ
られる映像演出が「イグアスの伝説」で
ある。これまで、ウォータースクリーンに

よる映像演出が人を集めていたが、その
バックに新しく幅 120 ｍ、高さ15 ｍと
いうLED メガビジョンを設置。音響効果
も駆使した壮大なスペクタルショーに生
まれ変わらせる。
ウォータースクリーンの思い出
ウォータースクリーンは、１つのノズルか
ら大量の水を扇型に噴射して薄い水膜を
形成し、背後からプロジェクターやレー
ザーなどを照射することで、空中に映像
が浮かんでいるかような幻想的な演出が
行える装置。開発したのは、世界的な空
間演出家、イブ・ペパン氏（仏）で、日

本では 1990 年の「国際花とみどりの
博覧会」のディリーフィナーレ難波宮イ
リュージョンで使われたのが最初だと思
う。私はこの演出に感動し、その後、日
本の噴水会社と１年くらいかけて装置を
共同開発した。ペパン氏とも何度か一緒
に仕事をし、表現者としての技術やアイ
デアをたくさん学ばせていただいた。
それにしても当時は、プロジェクターの
輝度がまだまだ低く、35㎜や 70㎜のフ
イルム映写機、PIGI という大型スライド
プロジェクターを使っていたのを思い出
す。映像装置の進化は感慨深い。

光のリゾートに現れたスペクタクルショー
NESTA RESORT KOBE ネスタイルミナ「イグアスの伝説」

230 万㎡におよぶ広大な自然の中に、2016 年７月にオープンした大型複合リゾート施
設「NESTA RESORT KOBE」。ホテルやプール、スパ、BBQ、スポーツなど様々なア
クティビティとともに、人気のひとつとなっているのが、イルミネーションエリア「ネス
タイルミナ」である。このエリアが 2017 年 12 月 20 日、全面的にリニューアルオープ
ンした。中でもゲストを驚かせているのが、大迫力のスペクタルショー「イグアスの伝説」。
このショーの映像制作を担当した、レイのプロデューサー・小山正己氏が、その仕掛け
とプロジェクトストーリーを語ってくれた。

 ( 写真上 )「イグアスの滝」と躍動す
る生命を背景に、ウォータースクリー
ンに「聖なる者」が現れる /( 左 ) 炎
を放つ少女。炎はウォータースクリー
ンから背景の LED ビジョンへと飛び
交う。少女はこのあと「邪悪な者」へ
と変身する
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ストーリー創りはヒラメキと直感
コンテンツ制作にあたっては、オーナー
から「イグアスの滝を表現したい」との
要望があった。世界最大の滝を誇るその
スケールは、確かに 120 ｍの LED メガ
ビジョンで表現するに相応しい。重要な
のはストーリーである。イグアスの滝が
ただ大きいと知っているだけでは、ストー
リーは創れない。
私はいつもストーリーの背景を徹底的に
調べ、可能であれば体験し、そこから関
係しそうなキーワードを導きだす。その
ワードから演出シーンが断片的に生まれ、
これらをつなげてひとつのストーリーを創
作する。今回はさすがに南米まで出かけ
ることはできないので、資料上で調べる
しかなかったが、“広大な森”“水のカー
テン”“動植物の息吹き”“悪魔の喉笛”“生
命と悪魔の戦い”と言ったワードがイメー
ジとなった。
見せ場となるポイントを幾つか決め、最

初はざっくりとストーリーを考え、その絵
コンテ作成する。とにかく絵にして文字
を加え、60 枚ぐらいのコンテカットを作
る。次にＶコンテを作成し、それに修正
を加えながら GG 制作に入る。
私がつくる作品の上映時間は、数分から
長くても 20 ～ 30 分程度。この短時間
にすべてを凝縮するためには、ストーリー
はシンプルであるほど観客に伝わる。そ
れだけにイメージを大きくするよりも、ヒ
ラメキや直感を大切にしている。瞬間の
ヒラメキからストーリーを紡いでいく作業
である。そして、自分が迷ったときには、
必ずストーリーに戻る。
コンテンツと映像装置の最適化
今回、最も工夫を要したのが、コンテン
ツをどう映像装置に組み込むかであった。
ウォータースクリーンの特性は理解して
いるし、プロジェクターの性能ももちろ
ん充分であったが、バックの LED ビジョ
ンのピッチが 20cm とかなり粗いと聞き、

ビジョンの特性の中でコンテンツがきれ
いに表現できるのか不安であった。ま
た、ウォータースクリーンと LED ビジョ
ンの映像が重なる部分で、バックの LED
が明る過ぎて、ウォータースクリーンの
映像がまったく見えない状態になってし
まった。LED のオペレータに輝度を最適
化してもらい、私も画づくりのなかでコ
ントラスト等の調整を行った。こうした
カット＆トライを繰り返し、予定通り12
月 20 日のオープンを迎えた。
私がこの仕事の依頼を受けたのが 10 月
２日。ストーリー作成からクライアントの
承認を受け、Ｖコンテができるまで３週
間ほど。そこからスタジオ撮影や CG 制
作、現地試写、修正、音楽制作などの作
業をこなした。無事にオープンできてホッ
としている。

レイ 小山正己
（写真上）聖なる者と邪悪な者が激しい戦いを繰り広
げる。ウォータースクリーンと LED ビジョンとの緻密
なシンクロが没入感を生む

スタジオ撮影風景

咲き誇る熱帯の花々。イグアスの滝
から生まれる生命の瑞々しさと、聖
なる者と邪悪な者との戦い、そのコ
ントラストをストーリーに散りばめた

映像装置の全景。ウォータースクリー
ンはW30m×H15m。背景のLEDビッ
グビジョンは W120m ×H15m
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プロデュース：
システム設計：

コンテンツ演出・制作：
キャラクターデザイン：

CG 制作：
モデル：

撮影ディレクション：
作曲：

テクニカル：

NESTA RESORT
電産企画 吉田英治
トライト 山田康生
レイ 小山正己
デザインハウス・アーク 井上昭二
レイ 有木優／ T601 山田新司
Cosmopolitan Model Agency　Pamina Gruensteidl
本田明弘
堀川晃弘
シネ・フォーカス 斉藤一翔
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小山 正己
Masami Koyama

Design

1952 年奈良県生まれ。日本大学芸術学部写真
学科卒。
プロデューサー、演出家として博覧会やイベン
トのショー制作、映像演出、コンテンツ制作に
携わる。主な演出・制作実績に、上海万博大阪
館および中国民間企業館メインショー（2010
年）、中国・西安市大明宮「天の祭り」（2011 年）、
OSAKA 光のルネサンス「シャイニングアート
ウォール」（2012 年）、光のルネサンス中之島
公会堂プロジェクションマッピング（2013 年）、
大阪水龍（2015 年）など
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LED メガビジョン：

ウォータースクリーン：
プロジェクター：

LED モジュール 44000 灯
「アドレスマルチストリングス HG」（トライト）
ドゥ・サイエンス
20000lm「PT-DZ21K2」（パナソニック）

使用機材


